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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 遠い故⾥の夢を運ぶソバの花を⾒ませんか！

まもなく、柳窪にソバの花が咲く。咲き揃うのは９⽉下旬

頃・・・左の写真は昨年、播種後、５０⽇⽬の花畑である。

ソバの花は、楚々として飾り気がない。深緑の⼤きな葉の上

に、そよ⾵にゆれながら、あたかも、清純な⼄⼥のような、清楚

な⼩さな花を⾒せてくれる。そして故⾥の遠い夢を運んでくれ

る。

９⽉８⽇、そのソバを⼀昨年から栽培しておられる柳窪の野

崎市郎さんを訪ねた。

――― 今年は⽶寿だそうですね。

いやあ、歳のことを云われると恥ずかしい。

――― ソバの栽培はいつ頃から始められたのですか。

ソバの栽培は２０年前頃から始めたが、７，８年続いて、

しばらく⽌めていた。⼀昨年からまた始めた。

――― 東久留⽶は柳久保⼩⻨など、⼩⻨は有名だが、ソ

バは昔はどうだったのでしょうか。

幕末から明治にかけて結構盛んだったようだ。野⽕⽌⽤⽔や

南沢に⽔⾞があり、動⼒源として利⽤していたようである。

――― 春ソバ、秋ソバといいますが・・・

春ソバは収穫の時が⼊梅の時期だから、農作業が⼤変であ

る。秋ソバは収穫が１１⽉でいい天気が続くし、ソバは夏の⽇

照りにも強い。東久留⽶では秋ソバ栽培である。

秋ソバで問題は台⾵である。⾵で倒れると後の作業が厄介

である。開花期だと収穫量に影響が出る。９⽉⼀杯は⼼配で

ある。

――― ９⽉の下旬は満開ですね

昔から「夏は⽇照り、秋は⾵」というが、⽇照りはいいとして、

⾵は困る。昨年は来なかったが・・・

――― 昨年はスズメにやられたとか仰っていましたが・・・

奴らは、種をまいた後、⼟をほじくって種を⾷べる。⽣きるため

に⾷べに来るのはしょうがないが、こちらも対抗策を考える。今年はテープを畑⼀⾯に張ったら効果があった。

――― 今年は収穫はいつ頃ですか

播種後９０⽇と云うから、８⽉１８⽇に播いたので１１⽉

下旬ですかね。

――― １１⽉下旬というと霜は如何ですか。

昔は１１⽉初めに降霜すると成⻑がストップして被害が⼤き

かったが、今は地球温暖化の影響で霜は１２⽉だから⼼配ない。

――― ソバに関して何か⾯⽩い話はありませんか。

茨城はソバの栽培が盛んなところであるが、つくばの研究所で

ピンクの花のソバが開発されたとか・・・豊な時代だから鑑賞をか

ねた作物が多くなった。

――― 是⾮ピンクの花を⾒たいですね。

野崎さんは３０年ほど前、市教育委員をされておられたの

で、話は教育問題に及んだ。

教育の効果は時間がかかる、学校中⼼の教育は駄⽬であ

る、家庭中⼼でなければいけない、家庭で⼿作りの料理を⺟

親が⾷べさせて、⼦どもに教育のお⼿本を⾒せる、いわゆる実

学的な体験教育が必要である。⾃由学園がそうである。昔の

成美荘もそうであった。それが教育の原点でなければいけない。

今は学校に任せ切りである・・・・と⼿厳しい意⾒もいただいた。

こ⼀時間の楽しいソバ談義の後、来年も元気でソバの花を

咲かせて下さいと⼼からお願いして、いとまを告げた。

【市⺠記者 りきムーナ】
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